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◆鹿児島県工業技術センター
今回の見学先である鹿児島県工業技

術センターは、県内中小企業などの技術
開発・技術力を支援する中核的な施設と
して、工業技術の高度化、先端化、複合
化に取り組んでいる。なかでもバイオテ
クノロジー、エレクトロニクス、新素材
など先端技術をはじめ、各分野における
工業技術に関するすべての相談に対応
し、また、シラス等火山噴火物の有効利
用の研究を行うなど、県内中小企業の「技

術的拠りどころ」として、企業ニーズに
的確に対応している公的機関である。

まず、鹿児島県工業技術センターの
仮屋副所長より、センター概要と成果事
例について説明があった。

鹿児島県商工労働水産部の出先機関
として、工業技術センターが位置づけら
れ、主に技術支援、研究開発についての
業務が行われている。

技術支援については、年間の技術相談
が約 7,000 件、依頼分析 2,000 件、設

東京都産業廃棄物協会は、平成 30 年 6 月 22 日㈮〜 23 日㈯の 2 日間にわたり「平
成 30 年度国内処理施設見学研修会」を実施し、1 日目に鹿児島県工業技術センター

（鹿児島県霧島市）を見学し、指宿温泉に宿泊した。2 日目の観光は、午前中に知覧特
攻平和館（南九州市）、午後に仙厳園（鹿児島市）、最後に空港近くのバレルバレープ
ラハ &GEN を見学して、鹿児島空港から帰京となった。参加者は、事務局を含め計 30
名であった。	 （文・写真　事務局長　鈴木  眞吾）

鹿児島県工業技術センターにて

平成 30 年度 国内処理施設見学研修会
鹿児島県工業技術センターを見学

備機器利用 2,500 件、その他に人材育成・
技術情報提供などの業務を行っている。

研究開発について、「地域資源付加価
値創出」としては、味噌・醤油・焼酎や
黒酢などの伝統的発酵技術や豊富に賦存
するシラスや木材などの地域資源を活用
して、特色のある製品開発に取り組んで
いる。また、バイオマス・環境・エネル
ギーに関して、製糖業を対象とした蔗糖
収率の向上や、促進酸化処理を活用した
活性汚泥法の研究や、太陽電池モジュー
ルへの火山灰の影響調査等に取り組んで
いる。「ものづくり基盤技術高度化」と
しては、塑性加工、接合技術、電磁波開
発技術など、保有する技術シーズを生か
した研究開発に取り組んでいる。

成果事例としては、レーザー加工技
術の工芸品の活用で薩摩焼の型押し加飾
用の型抜、薩摩焼酎と奄美黒糖焼酎の技
術開発で乾燥鹿児島酵母の開発、繊維染
色と繊維製品評価技術で大島紬を使った
シャツ、システム技術や計測評価技術で
静電気放電発生箇所可視化装置や茶畑散
水装置、3 次元 CAD で設計した入れ歯
磨き器の製品化、火山灰を活用した調理
用プレートなど様々な研究開発に取り組

んでいる。現在、実施許諾の状況は、特
許権 39 件、特許出願中 11 件にも上る。

▶	シラス等火山噴火物活用
南九州でシラス台地を形成し、農業生

産性が低く、土砂災害を引き起こすシラ
スは、県民の産業・生活に多大な影響を
及ぼしている。この無尽蔵とも言える火
山噴火物のシラス（シラス埋蔵量 750
億㎥）を工業資源化できれば、地域に計
り知れない恩恵をもたらす。工業技術セ
ンターは、シラスの有効利用の研究を行
い、微粉砕シラス、微粒シラスバルーン、
シラス緑化基盤、シラス瓦などの開発を
行い、シラスの工業資源化に取り組んで
きた。

平成 30 年度国内処理施設見学研修会

鹿児島県工業技術センター  会議室にて

県内企業の技術の拠りどころとして 
技術支援と研究開発を通して企業活動を支援 

（同センター　パンフレットより）
鹿児島県工業技術センター全景

（同センター　ホームページより）
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平成 30 年度国内処理施設見学研修会平成 30 年度国内処理施設見学研修会

シラスは、錦江湾奥部の姶
あ い ら

良カルデ
ラから噴出した約 3 万年前の入

い と

戸火砕
流堆積物である。シラスは、一般に灰白
色で半固結状を呈し、多孔質であり、大
部分を構成するのは 2㎜以下の火山灰で
軽石を含む。鉱物組成は、火山ガラスを
主成分とし、斜長石、輝石、石英、磁鉄
鉱などを副成分としている。化学組成は、
ケイ素分が約 70% と最も多く、次いで
アルミナ分約 14%、アルカリ酸化物約
8% である。シラスはその堆積形態から
大きく 3 種類に分類され、これらを利
用した工業製品は、①普通シラス（壁、
ブロック、タイル、瓦等）、②淘汰され
たシラス（シラスバルーン、研磨剤、台
所用クレンザー、洗顔料、石鹸等）、③
大隅降下軽石（軽量骨材用、耐火材料、
吸音板、緑化基盤）がある。

工業技術センターでは、シラスを分離
装置で篩にかけ、5㎜以上の軽石 19%、
5㎜以下のシラスを粒度別に火山ガラス
46%、粘土質分 2%、砂 33% に分離した
成分により、用途別にシラス全量活用の
取組を行っている。

さらに、シラスの選別・焼成発泡技
術を確立し、建設資材等への全量活用を
目指している。また、桜島火山灰等を含
む火山噴出物の微細化、薄膜化により、
陶磁器から化粧品まで幅広い高付加価値
品の開発を進めている。最近は、屋上緑
化や市電の軌道敷緑化などの緑化基盤が
注目されている。今後は、自動車産業な
ど幅広い分野から高度なニーズに対応し
たシラス新製品の開発に取り組み、産学
官での連携に強化することによって、夢
のシラス産業化を実現していく。

①分離した成分とその用途ーシラス全量活用の取組ー　②シラス化の全量活用技術の開発　③緑化基
盤（右上）と軌道敷緑化［①、②鹿児島県工業技術センター展示室にて撮影、③同センター資料より転載］

１ ２

３

◆観光・視察
桜島の噴火は年間 1,000 回を数えるこ

とから、災害をイメージするものでなく鹿
児島県民にとって桜島の噴火は、祝砲で
あり、おめでたい日に噴火すると縁起がい
いと言われている。この日も桜島から黒煙
が吹き出しており、協会一行に対する歓
迎の祝砲であったように思う。

2 日目、あいにくの雨の中の観光となっ
たが、鹿児島では桜島噴火による灰雨が
降るという。晴れの日は、降灰があると灰
除けの傘が必要になるほどらしいが、それ
に比べたら今日の雨はほどよい天候と言え
るかもしれない。

▶	平和を願って ･･･ 知覧特攻平和館
知覧特攻平和会館は、鹿児島県南九州

市知覧町郡にある、第二次世界大戦末期
の沖縄戦において、大日本帝国陸軍航空
隊の特攻という人類史上類のない作戦で、
飛行機もろとも敵艦に体当たり攻撃をし
た陸軍特別攻撃隊員の遺品や関係資料を
展示する施設で、写真、遺書などの遺品
約 4,500 点、特攻隊員の遺影 1,036 柱な
どが展示されている。特攻隊員達が二度
と帰ることのない「必死」の出撃に臨んで
念じたことは、再びこの国に平和と繁栄が
甦ることであったろうと思う。

この地が出撃基地であったことから、沖
縄戦の特攻作戦で戦死された隊員の当時
の真の姿、遺品、記録を後世に残し、特
攻をとおして戦争のむなしさ、平和の大
切さ・ありがたさ、命の尊さを訴え、後世
に正しく語り継ぎ恒久の平和を祈念するこ
とが基地住民の責務であろうと信じ、ここ
に知覧特攻平和会館を建設した。

我々一行は、館内を巡りこの世のもの
とは思えないほど壮絶な記録や遺品、遺
書等を見るたび、皆それぞれ当時を思い、
胸が痛く涙なくしては拝観できないもので
あったに違いない。

［知覧特攻平和記念館パンフレットより転載］
（上から）特攻勇士の像と母の像、知覧特攻平和

会館全景、陸軍戦闘機「疾風」
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▶	名勝「仙厳園」 
雄大な景観が美しい島津家の別邸
名勝「仙厳園」は、江戸時代初期の万

治元年（1658）に 19 代島津光久によっ
て築かれた薩摩藩主島津家の別邸である。
28 代島津斉

なりあきら

彬もこよなく愛し、篤
あつひめ

姫など
多くの人を魅了した。桜島を築山に、錦
江湾を池に見立てた雄大な景観を楽しむ
ことができる。およそ 1 万 5 千坪の広大
な庭園には、四季折々の花々が咲き誇り、
島津家の歴史を伝える史跡が数多く残さ
れている。

また、2015 年には、「明治日本の産業
革命遺産」として一帯が世界文化遺産に
登録された。

鹿児島の構成資産「旧集成館」は、仙
厳園や尚

しょうこ

古集成館一帯を含むエリアであ
る。ここでは、28 代島津斉彬が他に先駆
けて近代化・工業化に取り組み、日本最
初の洋式工場群「集成館」を設置した。
斉彬亡き後も、彼の志を受け継ぐ人々が
集成館を舞台に強く豊かな国づくりを目指
した。そして、彼らが培った技術が、近代
日本の中核となり、工業国・技術大国の原
点となった。現在、この地は「日本の近代
化・工業化発祥の地」として世界から注
目されている。

園内には、鉄製大砲の鋳造のため 28
代島津斉彬が築いた施設の跡が見られた。
斉彬たちは実物を見ず、オランダの書物
を参考に苦心して建設したといわれる。か
つてはおよそ 20m の高さの建物がそびえ
ており、洋式工場群「集成館」の中核となっ
ていた。

▶	鹿児島空港隣接の 
バレルバレープラハ &GEN
最後の見学となった焼酎工場は、全

国の焼酎の元になる種麹をこの会社のグ
ループで造っており、黒霧島も森伊蔵も
魔王も伊佐錦もみんなここの種麹が元に
なっているそうだ。そして、焼酎造りに最
も適した黒麹を発見、さらに、黒麹の中か
ら味がマイルドになる白麹も発見し、これ
ら麹菌は「河内菌」と呼ばれ腸内環境改
善に力があると言われ健康増進に大きな
力を発揮していると力説された。飛行機
の搭乗時間も迫っているので駆け足での
見学となったが、製造工程をぐるりと廻り
出てくるときには、皆、麹菌の健康と美容
それに送料 100 円という謳い文句につら
れ、焼酎を始め河内菌商品の土産品発送
をしていた。最後まで、天候には恵まれな
かったが有意義な 2 日間の行程を過ごし、
鹿児島空港から帰路についた。

［仙厳園にて］（左）大名庭園「仙厳園」と近代化の拠点「集成館」（右）史跡「旧集成館」反射炉跡

平成 30 年度国内処理施設見学研修会

「ヒヤリ・ハット」の事例がございましたら、協会までお寄せ下さい。

何処で 何をしている時 何がどうした 改善すべき事項

１

現場で 作業中 スクラバー水を交換中、排
気装置を止めず、水が飛散
した。

水交換の際、ポンプ側と排気
装置の停止確認を行う。

２

現場で 作業中 室内に入った時、分析室内
のスクラバー給水用配管よ
り水が漏れだしていた。

作業をしないときは水道管の
元バルブを止める手順とす
る。

３

現場で 作業中 液状サンプルの前処理作業
時、火からおろしたビーカー
に滴が落ち、突沸してサン
プルが飛散した。

火からおろした後も撹拌を続
けて温度を下げる。

４

現場で 作業中 廃油の定性をしている時、
水と油（サンプル）の入っ
たスクリュー瓶を倒した。

整理整頓をし、落ち着いて作
業をする。

５

現場で 作業中 サンプルの定性作業時、薬
液の蓋を取った際、手がビー
カーに当たり落下・破損さ
せた。

薬液の蓋は脱着しやすいもの
へ変更する。ビーカー等は落
下しないところに置く。

６

現場で 作業中 定性の為、コンビテナーの
柵を開けた際、ヒビの入っ
た容器を発見した。

容器を取り扱う際は、劣化を
予想し外観に注意を払う。劣
化した容器は手順通り漏洩対
策容器に入れて取扱い、適
切に処分する。

7

現場で 作業中 空のポリ容器の入った大袋
を上の段に置く際、３段積
みしようと他の空ポリ入り大
袋へ乗っていて、足を滑ら
せ転倒した。

ポリ容器の上に乗らない等、
不安全行動をしない。

8

現場で 作業中 シャッターを開けたら、向
こう側に積荷が置いてあり、
崩れそうになった。

シャッターの近くにはものを
置かない。開閉時には周辺や
シャッター下にものが置かれ
ていないか確認する。

9

一般道路で 走行中 走行中にタイヤがバースト
した。

作業前点検を徹底する。

121
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新 任 役 員 就 任 の 抱 負 新 任 役 員 就 任 の 抱 負

第６回定時総会におきまして、理事に
就任いたしました。これまで監事として活
動してまいりましたが、今回、理事という
大役をお受けし、身の引き締まる思いで
す。その責務に見合う成果を出すことがで
きるよう、尽力してまいります。

産業廃棄物処理業は、循環型社会の中
核として、これまで以上に社会的信頼の
獲得が求められております。当協会がそ

の牽引役としての役割を適切に果たして
いくためには、会員数の維持・増大はもち
ろんのこと、協会と会員、会員同士の強い
連携が不可欠であると考えております。

私も微力ではございますが、諸先輩な
らびに会員の皆様のご指導をいただき、
皆様と共に当協会の発展に寄与する活動
の一翼を担いたいと念じております。どう
ぞよろしくお願い申し上げます。

理事	 有 吉  嘉 一 郎

株式会社 東京スタンドサービス　代表取締役

この度、理事に就任致しました太陽油
化の石田太平でございます。

国や地域の垣根をこえてグローバル化
していく社会の中、当業界を取り巻く環境
を俯瞰致しますと、世界的にはまだまだ経
済成長と人口増加に伴い、資源の大量消
費や廃棄物の大量発生などによる環境負
荷の増大は止まりません。

その最中、誰一人取り残されない持続
可能なグローバル社会をめざして、SDGs
の様な取組みが世界で、そして日本でも

執り行われております。この様な取組みの
中心として、活躍できるのは当業界ではな
いでしょうか !? そして当協会が果たすべ
き役割も更に拡大していくものと考えられ
ます。

これら重要な役割を担う当協会、そし
て会員の皆様の発展に寄与できる様、微
力ながら力を尽くして参りたいと思ってお
りますので、ご指導、ご鞭撻を賜りますよ
う、よろしくお願いします。

理事	 石 田  太 平

株式会社 太陽油化　代表取締役

この 5 月より監事に就任いたしました武
蔵野土木工業株式会社の渡邉久美と申し
ます。

今年 4 月からは女性部部長も務めさせ
ていただいておりますが、大役に次ぐ大
役を仰せつかり、身に余る光栄にたいへ
ん恐縮しております。

時には小規模企業の立場から、そして
時には多摩地区の目線で、またある時に
は女性（経営者）の視点で、脳漿を絞り、
会員の皆様と当協会発展のためにお役に
立てるように精一杯努力してまいります。
何卒ご支援賜りますよう心よりお願い申し
上げます。

監事	 渡 邉 久 美

武蔵野土木工業 株式会社　代表取締役

この度、監事に就任いたしました新川研
でございます。

私たちの産業は、諸先輩のご努力もあ
り、我が国が持続的社会の実現に向け、国
際的な公約・責務を果たしていくための重
要なポジションを占めるようになりました。
その中においても、とりわけ産業廃棄物の
排出事業者数や排出量の多い首都圏の３Ｒ
に取組む企業の集まりである当協会の役割
は、益々重要になると感じております。

はからずも、当協会は 2019 年度から、「東
京都産業資源循環協会」と名称を変えるこ
とになり、その決定の年に監事を拝命し、
身が引き締まる思いでおります。

私自身は、2013 年に現在の会社に転身
し、当業界に身を置くこととなった新参者
ですが、皆様にご指導いただきながら、当
協会のお役に立てるよう精一杯努力してま
いる所存ですので、よろしくお願い申し上
げます。

監事	 新 川 　 研

株式会社 都市環境エンジニアリング　代表取締役社長
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全国産業資源循環連合会　第 8 回  定時総会を開催
30 年度表彰では当協会から 5 社と 16 名が受賞

公益社団法人 全国産業資源循環連合会（永井良一会長）は、平成 30 年 6 月 15 日㈮
13 時 30 分より、明治記念館（港区元赤坂）「蓬莱の間」において、第 8 回定時総会を開
いた。平成 29 年度事業報告並びに決算案、役員改選に係る議案審議の後、平成 30 年
度事業計画並びに収支予算に関する件につき報告が行われた。平成 30 年度表彰式では、
功労者・優良事業所・地方功労者・地方優良事業所・優良従事者の各賞に当協会から 5
社と 16 名が受賞した。表彰式終了後、『これからの健康管理』をテーマに、フリーアナ
ウンサーの小久保晴代氏による講演会が行われた。	 （取材　塩沢  美樹）

会 長 挨 拶

本日はご多忙にもかかわらず、ご来賓
として環境省環境再生・資源循環局次長
の山本様のご出席、正会員協会および賛
助会員の皆さまのご出席を賜り厚く御礼
申し上げます。本日このように総会を開
催できますことは、ひとえに皆さま方の
ひとかたならぬご支援の賜物と心より感
謝申し上げます。

私は、本年 2 月 4 日に亡くなられた石
井邦夫前会長の後を受け、連合会会長に
就任しました。改めて石井前会長の大き

さを実感しながら、全力で職に専念して
いるというのが、今の正直な気持ちです。

今回の総会は、この会場にも掲げてい
るとおり、当連合会の名称が「全国産業
資源循環連合会」となって初めての総会
となります。皆さまの中には、連合会の
名称に「産業廃棄物」という言葉が見ら
れなくなったことに対し、ある種の感慨
を覚える方がいらっしゃるかもしれませ
ん。本業界は産業廃棄物の適正処理を確
保し、生活環境を保全する産業として約
50 年前に誕生しました。そして、この
半世紀の間に、本業界は生活環境保全に
加え、循環型社会の形成に果たすべき役
割が、近年、強く求められるようになっ
ています。連合会の新名称は、このよう
な社会情勢の変化を踏まえたものであ
り、我々産業廃棄物処理業が、産業廃棄
物の適正な資源循環を担い、循環型社会
を支える産業であることを社会に宣言し
たものです。

また、当連合会は、産業廃棄物の資源

循環を促進するための業界振興法の大綱
を、昨年 11 月に公表しました。この振
興法案には、業界の将来に対する石井前
会長の強い思いも込められています。で
きるだけ早期の議員立法を目指し、産業・
資源循環議員連盟をはじめとする関係各
方面のご協力を得られますよう、全力で
取り組んでいきたいと考えております。
これから社会のご理解を得て、本業界の
振興を図るためには、我々が取り組まな
ければならない課題が多々あります。こ
こでその課題のひとつを取り上げるとす
れば、労働安全衛生の問題を強調してお
きたいと思います。

当連合会は現在、本業界における労働
災害防止のための３カ年計画を実施して
います。その計画の初年度にあたる平成
29 年度の労働災害死傷者数は、平成 28
年度に比べて大きく増加し、きわめて残
念な結果となりました。この深刻な事態
に対応するため、総会の開催の前に、と
り急ぎ、死傷者数が全国の死傷者数の半
数を上回る 11 都道府県の協会長にお集
りいただき、安全衛生に係る会長会議を

初めて開催しました。安全衛生会長会議
では、11 都道府県はもちろん、全国都
道府県の各協会における安全衛生活動
の強化のための具体策を、連合会の安全
衛生委員会が検討することを強調したほ
か、業界全体の死傷者数の削減のために
は、非会員企業にも安全衛生の取組を進
めてもらうことが必要であることを確認
したところです。労働災害の撲滅を目指
し、さらなる対応をお願いいたします。

これから正会員の皆さまには、平成
29 年度の事業報告ならびに決算案、役
員改選に係る議案の審議をお願いするこ
ととしております。議案審議の終了後に
は、平成 30 年度の事業計画および予算
についてもご報告させていただき、その
後、第二部として表彰式を執り行う予定
です。これから長時間の総会になります
が、何とぞ慎重審議をお願い申し上げま
すとともに、皆さまのご協力を賜り、総
会が無事終了しますことをお願い申し上
げ、開会の挨拶とさせていただきます。
本日はご参集、誠にありがとうございま
す。

総会会場

全産連・第 8 回定時総会
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来 賓 祝 辞

環境省　環境再生・資源循環局
次長	 山本 昌宏  氏

全国産業資源循環連合会の総会に、
このように大勢の方が集まられて盛大に
開催されますこと、心からお祝い申し上
げます。貴連合会ならびに会員の皆さま
方には、日頃から、循環型社会の構築に
向けて、それぞれの地域で、様々な役割
で、大変ご尽力いただいておりますこと
を、まずもって御礼申し上げます。それ
から、2 月に逝去された石井前会長、こ
の分野において多大なご功績を残してい
ただきまして、私ども行政にも大きな後
押しとなっていただきました。改めて感
謝申し上げたいと思います。

さて、貴連合会にもご理解、ご協力
をいただきました制度改正ですが、この
4 月から廃棄物処理法の改正、10 月か
らバーゼル法の改正が施行ということに
なります。様々な課題がございますが、
ひとつには雑品スクラップの不正な輸出
の問題、それから食品廃棄物の不正転売
が社会的に大きな問題となりましたが、
こういった問題にしっかり対応するため
に、規制として、厳しくみるところは厳

しく、あるいは日本の強みを活かして、
リサイクルしていくようなものは、海外
からも積極的に受入れるという、悪い循
環の流れを抑制して、良い循環を伸ばし
ていこうといった制度改正をさせていた
だきました。

この過程におきましても、連合会の
皆さまから、貴重なご意見を賜りました。
こういった制度改正を最大限活用して、
優良な業者がしっかりとよい仕事ができ
る環境を作ってまいりたいと思います。
あわせて、その過程におきまして、様々
な改善すべき点についてご意見を賜って
おりまして、中央環境審議会からも意見
具申をいただいております。それから、
昨年には有識者の皆さま方から、業界の
振興方策ということで提言もいただいて
おります。

こうした事柄を踏まえまして、昨日、
循環型社会形成推進基本法に基づく基本
計画の大幅な改定を行い、来週にも閣議
決定を予定しております。この中で、大
きな柱として、地域循環共生圏を作る、
地域で廃棄物を含め、ものの良い流れを
作る、それで温暖化対策にも資する低炭
素な地域づくり、あるいは自然と共生す
る、こういったことを実現する地域づく
りを、政府をあげて進めていこうという
計画です。

この中で、ものの流れということを
考えたときに、皆さま方の果たす役割は
非常に大きくて、地域循環共生圏の核に
なっていただく業種だと考えておりま
す。廃棄物の適正処理はもちろんですが、
それ以外にもエネルギー利用や、様々な
かたちのリサイクルであったり、地域に
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対して色々な価値を提供できる大きな可
能性を秘めていると思いますので、この
計画に基づきまして、我々も新たな気持
ちで循環施策に取り組んでまいりたいと
考えております。

また、この計画の中には、さきほど
も労働安全の問題が出ましたが、皆さま
の業界は人手不足の問題が大きくて、そ
ういう中で AI、IoT といった新しい技術
をうまく活用して、省力化しながら、しっ
かりと業として進めていくという観点も
重要ですし、そういうものもこの計画に
盛り込んでおります。

それから、人材育成というのも、ひ
とつ大きな項目として取り上げました。
閣議決定計画ですので、政府として全力
でこれをやっていくという中で、これか
らも皆さま方としっかりと対話、意見交
換をしながら、この業界をどうすれば優
良な方々がより活躍して地域に貢献し
て、地域の活力につながるかということ
を考えながら、これからもしっかりと取
り組んでまいりたいと思います。

結びになりますが、貴連合会、会員
の皆さま方がますますご発展されること
を心から祈念いたしまして、挨拶とさせ
ていただきます。

✿　　✿　　✿

引き続き行われた表彰式では、当協
会から功労者 1 名、優良事業所 1 社、
地方功労者 2 名、地方優良事業所 4 社、
優良従事者 13 名が受賞した。

受賞者の方々は 14 頁のとおり。

講 演 会

これからの健康管理
−運動と脳トレで活性させましょう−
講師：	 小久保　晴代 氏
		  フリーアナウンサー
		  健康・防災・安全アドバイザー
小久保氏はフリーアナウンサーとし

て活躍するほか、健康管理士・運動指導
士等の資格を持ち、年間 100 回以上の
講演や健康管理指導を行っている。

今回は、健康に関する知識に加え、
仕事の合間に短時間で実践できる、疲れ
の解消・ストレス発散に効果のあるスト
レッチ運動が紹介され、聴衆も参加して
全身を伸ばした。さらに脳を活性化する
脳トレ問題にも挑戦した。頭と身体を使
う１時間の講演であった。

講師の小久保 氏

数百人でのストレッチは圧巻！
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受賞された方々（順不同、敬称略）

功労者表彰　受賞者

❀ 功労者表彰
都 築 　 建	 東京都産業廃棄物協会  常任理事／都築興産 ㈱  代表取締役副社長

❀ 優良事業所表彰
㈱ 大空リサイクルセンター

❀ 地方功労者表彰
松 本 卓 夫	 東京パワーテクノロジー ㈱　執行役員  環境事業部長
有 吉 嘉 一 郎	 ㈱ 東京スタンドサービス　代表取締役

❀ 地方優良事業所表彰
㈱ 日本協力
㈲ フロンティア

㈲ 八栄興業
㈱ 環境整備

地方功労者表彰　受賞者

優良事業所表彰　受賞者

地方優良事業所表彰　受賞者
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木村専務理事（右）と受賞者の皆さま

優良従事者表彰　受賞者

❀ 優良従事者表彰

嵯 峨 根  強	 ㈱ 東京スタンドサービス

松 村 忠 一	 ㈱ 北陸産業

原 　 利 明	 ㈱ 東京クリアセンター

木 村 和 彦	 ㈱ ハチオウ

早 乙 女  登	 ㈱ 東亜オイル興業所

船 田 一 志	 ㈱ 都市環境エンジニアリング

横 山 俊 一	 ㈱ 木下フレンド

谷 田 部 芳 明	 相田化学工業 ㈱

金 井 　 進	 日興サービス ㈱

板 倉 　 貴	 ㈱ シンシア　品川 R・C センター

松 原 　 滋	 野村興産 ㈱

樫 山 民 江	 有明興業 ㈱

猪 股 英 樹	 ㈱ ヨドセイ
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平成 30年度　産業廃棄物処理業

新入社員向けスタートアップ研修会

平成 30 年 6 月 12 日㈫、飯田橋レインボービル（新宿区市谷船河原町）において、
「平成 30 年度産業廃棄物処理業 新入社員向けスタートアップ研修会」（主催：東京都

環境局・公益財団法人 東京都環境公社、後援：一般社団法人 東京都産業廃棄物協会）
を開催しました。受講者 126 名（56 社）、引率者 16 名（15 社）

	 （文：東京都環境公社　堀澤 孝明、写真提供：東京都環境公社）

初めに主催者を代表し、東京都環境局
資源循環推進部の松永竜太部長が「産業
廃棄物処理業の社会的な役割は飛躍的な
伸びを示している。2019 ラグビー W 杯、
2020 オリンピック・パラリンピックの開
催を控え、東京都の先進的な資源循環シ
ステムを世界に発信するチャンス。皆様
の活躍と業界の発展、循環型社会の進展
に繋がることを期待しています。」などと
挨拶しました。

続いて来賓として東京都産業廃棄物協
会の高橋俊美会長より「産業廃棄物業界
は、3R を通じ循環型社会形成に寄与する
環境貢献産業として、ますます重要性を
占めていく。来年 4 月に東京都産業資源
循環協会と協会名を変更するが、適正処
理とともに資源循環をさらに推し進める
業界として新たな決意をもって挑む覚悟
でもある。皆さんのように優秀でパワーの
ある、情熱的な人材を待望してきた。大
規模な不法投棄事件、ダイオキシン問題、
分別不徹底による処分場不足などの事案
もあった。これら事案は行政と業界が連
携・協力して、法改正や都の施策によって、

一つ一つ解決してきた経緯がある。研修
会を通じて適正処理の歴史、基礎知識を
学んで欲しい。現在は社会から信頼され
る業界へ発展してきたと自負している。こ
の研修会が、新入社員の同期会が催され
るような交流の場になることを祈念してい
ます。」とご挨拶いただきました。

講義 1「循環型社会の形成に向けた産
業廃棄物処理業の役割」では、東京都環
境局資源循環推進部産業廃棄物対策課の
上田一彦課長が「産業廃棄物処理業は環
境貢献産業の中核をなす先進産業になっ
てきている。皆様には会社の力、社会の
力になってもらいたい。循環型社会の形
成に向けて、若者の「感性」や「行動力」

高橋会長

が必要。世界一の環境先進都市東京を共
に創っていきましょう。仕事は自身の健康、
家族や仲間を大切にすることが基盤。皆
様のご活躍を期待します。」と話された後、
講義しました。

講義 2「適正処理の基礎知識［入門編］」
では、東京都環境公社環境事業部環境事
業課の金子藤子が産業廃棄物の定義や分
類、廃棄物処理法などについて講義し「業
界の将来のために PDM（プライド、ドリー
ム、ミッション）の志をもち、共に頑張っ
ていきましょう !」とエールを送りました。

ワークショップ　業務知識「〜仕事に
大切なコミュニケーションを学ぶ〜」で
は、東京都産業廃棄物協会の五十嵐和
代常任理事が御自身の経験に基づきなが
ら「人とのコミュニケーションはマナー」、

「マナーは実践力がなければ相手に伝わら
ない」、「解ると出来るは違う」と前置さ
れた上で「企業は、社員、お客様、株主、
そして地域社会に支えられ成り立ってい
る」「ビジネスマナーは人間関係の潤滑油

（ルール）になる」「新人として（知識）×
（技能）×（態度能力＝マナー）が 3 つそ
ろって仕事の準備段階になる」とご説明さ
れました。

ビジネスマナー基本の 5 原則について
は、原則 1：「挨拶」について、【あ…明るく、
相手の目を見て】、【い…いつも】、【さ…先
に】、【つ…続けて一言】を意識。原則 2：

「言葉遣い」について、物事を人にお願い
するときはワンクッション＋依頼形＋感謝
の言葉を用いることが大事。原則 3：「身
だしなみ」について、「清潔感」「控えめ」「品
位」がポイント。原則 4：「態度」について、
受講者同士で名刺の交換、案内の仕方な

ど相手に失礼のない振る舞いを実演練習。
原則 5：「表現」について、表情もマナー
の一つ。口角が上がる、下がるだけでも、
相手からの印象が大きく変わると講義され
ました。また最後には、時代の流れで男
女問わずに来客のお茶出しをするように
なってきているので、誰もがお茶出しで戸
惑うことがない様にと、受講者の代表者が
湯茶接待の実演をしました。短時間であ
りましたが、日常業務に活用できる内容に
特化した、中身の濃い講義でした。

ワークショップ　グループワークでは、
参加者の皆様が 6 〜 7 名の班ごとに、今
後の抱負、研修会の感想などについて意
見交換を行い、模造紙に意見をまとめ、
各班のリーダーが代表して発表を行いま
した。

最後に、東京都環境公社の齊藤和弥常
務理事が「東京は世界で一番きれいな都
市と言われているが、50 年前は決して誇
れるような都市ではなかった。きれいな
都市東京は廃棄物業界の先人たちの努力
があってこそ。新しい日本、東京をつくっ
ていくのは皆さん一人一人の力が必要で
す。」とエールを送り、大盛況のうちに閉
会しました。

スタートアップ研修会

五十嵐講師による湯茶接待の実演講習
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収集運搬委員会主催  研修会

実機を用いた「ヒヤリハット」実演安全講習会を開催

平成 30 年 5 月 29 日㈫ 11 時 15 分から収集運搬委員会（加藤委員長）主催による『実
機を用いた「ヒヤリハット」実演安全講習会』を、極東開発工業株式会社 横浜工場（神
奈川県大和市）にて開催しました。当日は「脱着式コンテナ車の実演安全講習会」「塵芥
車の実演安全講習会」「工場見学」の 3 種類のコースを順番で受講する形式で講習会が
行われ、100 名近い受講者の数が会員企業の皆様の安全に対する関心の高さを表す形と
なりました。

はじめに、加藤委員長が「収集運搬委
員会の重要テーマの一つである ” 安全 ” を
テーマに初の実演形式での研修会を開催
するに至った。本講習会で見たり触れたり
しながら感じたものを参加していただいた
皆様方がそれぞれの会社にもどり講師と
なって更なる安全に役立ててもらいたい」
と開会のあいさつを述べました。

続いて極東開発工業㈱ 執行役員営業本
部長の細澤氏より「事故はどんなに気を
つけていても起きてしまう。常に危険予知
をしながら全員に周知を行い、安全に皆
で取り組んでいくことが大事」とあいさつ
がありました。

その後、同社 執行役員横浜工場長の木
津氏より「敷地面積 62,423㎡ある工場の
生産ラインで皆様が普段乗車している車
両がどのように作られているのかご覧頂
き、また見学の中で発見したご意見も遠
慮なく申し出ていただきたい」との説明と
あいさつがありました。

昼食をはさみ、受講者を 3 班にわけて
3 つの講習会が始まりました。

■脱着式コンテナ車の実演安全講習会
	 ［講習時間 60 分］
①コンテナを積み込む際のコンテナ高さ

と可動範囲の確認

参加者の皆さま

②大幅な過積載のコンテナを積み込む際
の車両の浮き上がりの検証

③コンテナ斜め吊り時のコンテナ落下と車
両パーツ破損の危険性

④傾斜地や不整地でのコンテナ積載時の
リスクと危険性

⑤脱着操作時及び車両点検時の危険行為
と安全棒による予防

■塵芥車の実演安全講習会
	 ［講習時間 60 分］
①塵芥車の各部位の説明及び車両点検の

方法
②排出作業時のテールゲートの上昇・下

降時の危険行為の検証
③安全棒の正しい使用方法と落下防止ス

イッチの使い方
④各駆動部への給脂給油の重要性

■工場見学	 ［見学時間 60 分］
極東開発工業㈱ 横浜工場内の脱着式コ

ンテナ車、ダンプ車、車両運搬車の組み
立て工程、塗装工程のライン見学

各講習会は快晴で気温の高い中ではあ
りましたが、それをものともせず実演者の
説明に真剣に耳を傾け、撮影やメモをと
る参加者の姿がとても印象的でした。

最後に当委員会の白井副委員長より、
ご協力いただいた極東開発工業㈱のスタ
ッフの皆様への御礼を述べた後、「廃棄物
処理の中で収集運搬が排出者と一番触れ
合うとても重要な部分であり、収集運搬委
員会はその現場で起こっている課題を解
決していこうと取り組んでいる。今回は安
全をテーマに講習会を実施したが、今後
もコンプライアンスなどの重要課題解決
に向け取り組んでいくので、参加をお願い
したい」との結びのあいさつがあり、本講
習会は無事に終了しました。

その後の懇親会では、お世話になった
極東開発工業㈱の皆様にもご参加いただ
き、こちらも盛況のうちに終わりました。

本企画に多大なご協力をいただいた極
東開発工業㈱の皆様、約 100 名の参加者
の皆様、携わった収集運搬委員会の皆様
に感謝を申し上げ、講習会の報告といた
します。

	 （収集運搬委員会　大崎 秀也　記）

左から細澤氏、木津氏

脱着式コンテナ車の実演安全講習風景

塵芥車の実演安全講習風景
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安全衛生推進委員会（細沼委員長）は、平成 30 年６月６日㈬ 14 時より、エッサ
ム神田ホール２号館（千代田区内神田）において、平成 30 年度第１回安全衛生研修
会を開催した。熱中症の症状と対処法について知見を深めるとともに、メーカーから
講師を招き、熱中症予防に有効な保安用品等の説明を聴いた。また、それらの商品を
展示し、研修会終了時に、自由に試着したり質問できるコーナーを設けた。参加者は
82 名であった。	 （取材　塩沢 美樹）

平成 30 年度　第１回安全衛生研修会

熱中症予防と対策

研修会 会場にて

1.	 開会挨拶
細沼委員長は「この６月に安全衛生推

進委員会の委員長に就任しました。私の
会社でも徹底して安全衛生に尽力してい
るつもりですが、災害をゼロにすることは
大変困難です。当委員会では、会員各社
の職場環境がより良いものになるよう支援
していく責務を担って活動しています。今
後とも当委員会の活動にご指導ご鞭撻を
お願いします」と挨拶した。

２.	 動画上映「熱中症の症状と対処法」
環境省「熱中症予防情報サイト」より、

熱中症の正しい知識と予防策、対処法を
動画※で学んだ。熱中症は、蒸し暑い環境
にいる時だけでなく、そのような環境から
帰宅した後に症状が出ることもあるので要
注意とのこと。熱中症が疑われる場合は、
まず意識の有無を確認し、意識がない場
合はすぐに救急車を呼んでほしいと呼び
かけていた。

３.	 熱中症予防のための 
	 保安用品の説明・利用の促進

小林紳一郎氏（公益社団法人 日本保安
用品協会）、山本多絵子氏（ミドリ安全㈱ 
安全衛生相談室 副室長）、髙野栄次氏（㈱
谷沢製作所 営業部課長）の３名が登壇し、
熱中症対策のポイントである「測る」「冷
やす」「摂る」をテーマに、現場ですぐに
活かすことのできる知識と、有効に使用で
きる保安用品が紹介された。
●	 測る

熱中症は、気温がそれほど高くなくても、
湿度が高く、風がない環境で多く発生す
る。熱中症を予防するには、作業場所の
WBGT 値（気温・湿度・気流・輻射熱を
総合した「暑さ指数」のことで、数値が
高いほど危険）を「WBGT計」を用いて
測定し、正しく把握しておく。
●	 冷やす

次に、測定したWBGT値を下げるため
の設備対策などを行う。屋外であれば、テ
ントを張って日陰を作る。屋内の場合は、

冷房や送風により温度を下げたり、風通し
をよくする。ただし、ミスト発生タイプの
冷風機を使用する場合は、湿度に注意する。

説明者からは、商品カタログを用いて、
テントやサイドウォール、スポットクーラ
ー等の紹介があった。また、通気性がよく
遮熱塗装を施したヘルメット、送風ファン
がついた空調服などは、展示コーナーで実
際に身につけることができ、多くの参加者
の関心を集めていた。
●	 摂る

WBGT 値が高い時は、自覚症状の有無
にかかわらず、定期的に「水分・塩分の
補給」を心掛ける。スポーツドリンクや経
口補水液などを、20 〜 30 分ごとに、カ
ップ１〜 2 杯程度摂取することが望まし
い。また、いざという時のために、必要な
ものをまとめた「応急キット」も販売され
ているので、備えておくのもおすすめとの
ことだった。（熱中症対策、防暑対策用品
の詳細については、下欄の各社ウェブサ
イトをご参照ください）

※動画『早見優の Let’s Study!「熱中症対処フロー・医療現場での処置」』 

	 環境省 熱中症予防情報サイト　☞ http://www.wbgt.env.go.jp/heatillness_library.php

【熱中症・防暑対策用品について】　ミドリ安全㈱　☞ https://ec.midori-anzen.com ／

　㈱ 谷沢製作所　☞ http://www.tanizawa.co.jp ／（公社）日本保安用品協会　☞ http://jsaa.or.jp

小林 氏 山本 氏 髙野 氏 展示コーナー
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支部会・研修会を開催
研修会「多摩環境事務所及び八王子市における行政情報提供について」

東京都産業廃棄物協会多摩支部（赤石支部長）は、平成 30 年 6 月 19 日㈫ 13 時
30 分から、たましん RISURU ホール（立川市錦町）において、支部幹事会・支部会・
研修会を開催した。研修会終了後は、「無門庵」（立川市錦町）で懇親会を開き、支部
員相互の親睦を深めた。

支部会では、平成 29 年度活動報告及
び平成 30 年度活動計画について説明が
あり、承認された。引き続き開催された
研修会では、東京都多摩環境事務所廃棄
物対策課の荒井和誠課長ほか 4 名、八
王子市資源循環部廃棄物対策課の堂本健
二課長ほか 3 名が出席され、最近の指
導状況などについて講演された。44 名
の参加者があり、活発な意見交換も行わ
れた。

支 部 会

赤石支部長のあいさつの後、各委員
会委員長から、平成 29 年度活動報告及
び平成 30 年度活動計画について説明が
あった。30 年度は、多摩環境事務所廃
棄物対策課と八王子市資源循環部廃棄物
対策課と例年どおり 2 回の研修会を開
催する、法制度検討委員会で多摩地域の
法制度上の課題や今後の方策について意

研修会 会場

見交換をする、9 月に支部施設見学会を
開催する、交流の場としてゴルフコンペ
を開催することが承認された。

施設見学会、ゴルフコンペの案内は、
支部員全員に協会から差し上げます。

研 修 会

加藤多摩支部副支部長の司会で進め
られた。

まず、多摩環境事務所廃棄物対策課
から以下の話があった。

1		  最近の指導状況として、平成 29
年度は 781 件の立入検査を実施し
た。うち排出事業者へは 64 件、解
体工事現場へは 221 件で、PCB や
アスベストの処理の確認やオフィ
スへの指導も行った。指示書 49 件
のうち排出事業者へは 13 件で 28
年度 5 件から増えた。指示内容は、
再委託、名義貸し、マニフェスト
の虚偽記載、委託基準違反などに
ついてである。

2		  不適正処理事案としては、野焼

き、処理に困ったものの投棄、許
可外の仕事を受けた、運搬車両の
表示の不備、許可証の写しの不携
帯などがあった。

3		  行政処分事例としては、積替え
保管許可がないのに保管したので、
許可を取り消した。人目につかな
いところで、びん、缶、蛍光管、
廃プラスチックの保管が行われて
いた。排出事業者はビンや缶は資
源物という認識であり、マニフェ
ストは月 1 回処理業者が請求書代
わりに作成していたので、排出事
業者に警告書を発した。

		  役員の交通事故や傷害事件で禁
固刑以上に処せられたため、業許
可の取消しとなった事例もある。

４		 法令改正としては、平成 29 年
10 月施行の水銀規制がある。許可
証の表示書き換えに留意されたい。
許可申請様式について、多くの県
の許可を有している業者の負担軽
減のため、全国統一化がなされた
ので、収集車両の写真の撮影方法
の変更等に留意されたい。

八王子市多摩環境事務所
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次に、八王子市資源循環部廃棄物対
策課から以下の話があった。

１		 平成 29 年度の立入検査は、PCB
関連 772 件、PCB 以外 791 件であっ
た。解体工事業者、リフォーム業
者への指導を多く行い、不適正処
理の早期発見・早期指導に努めた。

２		 PCB 処理について。2,500 社に
調査をかけたが 1,400 社しか回答
がなかった。未回答のところに 30
年度は調査に入る。LED に交換し
ても安定器を残している所がある。

３		 不用品回収業について。平成 28
年 6 月から一般廃棄物許可業者に
臨時ごみの許可を出して引っ越し
や遺品整理時のごみに対応できる
ようにしている。市主催の環境フェ
スティバルで無許可の不用品回収
業者を使わないよう市民に啓発し
ている。

4		  一般廃棄物処理業の許可取り消
しについて。病院の事務系の一般
廃棄物と産業廃棄物を別収集して
おきながら、処理業者の所内で混
載し、市の清掃工場に持ち込んで
いた。匿名の通報があり発覚した。
産業廃棄物の不法投棄であり一廃
業の許可を取り消した。この業者
は産廃業許可も持っていた。病院
に対しては、マニフェスト不交付
で指示書を交付した。病院は、感
染性廃棄物以外には関心がなかっ
た、許可業者に任せておけば間違
いないと思っていたと言っていた。
この事件は新聞の多摩版に掲載さ
れた。この事件を受け、市長名で

排出事業者向けの文書、排出事業
者の責務を記載したものを作成し
た。

この後、質疑応答・意見交換が行われ
た。主なやり取りは以下のとおりであっ
た。

Q		 排出者指導をしっかり行ってほ
しい。優良処理業者を使うメリッ
トを行政として考えてほしい。

A		  八王子市議会でも排出者指導を
どうしているか質問されており、
排出者指導を倍増させた。産廃処
理業の第三者評価制度を紹介して
いる。優良処理業者を PR していき
たい。

Q		 PCB 指導を多摩環境事務所では
どのように行っているか。

A		  PCB 指導は、都庁の本庁が多摩
地域を含めてすべて行っている。

Q		 臨時ごみの許可制度は良い制度。
他の市町村にも広げてほしい。市
が処理できない家庭ごみについて
は、産業廃棄物処理業者でも扱え
る仕組みを考えてほしい。

A		  臨時ごみ制度は、都から良い制
度と言われており、市町村を対象
にした都の会議の場で、八王子市
から紹介している。

文：	 専務理事　木村  尊彦
写真：	 事務局　深井  裕香

第 6 回定時総会・研修会を開催
◉新部長に矢部 要 氏
◉研修会「全産連青年部設立の経緯と意義について」

青年部（石田部長）は、平成 30 年 6 月 7 日㈬ 15 時より、エッサム神田ホール 1 号
館 301 大会議室（千代田区神田鍛冶町）において第 6 回定時総会を開催した。6 月 7
日現在の青年部員数 69 名に対し、出席者数は 57 名（委任状を含む）であり、総会は
有効に成立した。総会終了後には、研修会、懇親会を開催した。

総会開催風景

総会は、開会宣言に続き、石田部長が
議長に選出されて開始した。前年度の活
動報告及び決算報告について承認された
後、今年度の事業計画について説明があっ
た。また、役員の任期満了に伴う改選の
結果、矢部部長など新役員を選出・承認し、
滞りなく終了した。

研修会は「全産連青年部設立の経緯
と意義について」と題し、公益社団法人 
全国産業資源循環連合会  青年部協議会

（「全産連青年部」という）2 代目会長の濵
田篤介氏（株式会社浜田  代表取締役）よ
り、全産連青年部設立までの歴史とご苦
労について、3 代目会長の加藤宣行氏（加
藤商事株式会社  代表取締役）より、全産
連青年部がどのような活動を行い、発展・
進化していったのかを、映像とユーモア
を交えて、それぞれ講演頂いた。最後に、
当青年部の矢部新部長の挨拶で研修会は
終了した。

懇親会は協会近隣の「SouHouse ～創
家～」に場所を移して開催した。今回、
部長を退任した石田氏、青年部を卒業す
る石原幹事、及川幹事に対し、青年部一
同より花束を贈り、永きにわたる青年部活
動への労をねぎらった。懇親会開催時に
いつも使用する当部オリジナル名札を全
員が身につけ、有意義な情報交換と懇親
を図った。

	（㈱ ワイエムエコフューチャー　助川  朋寛　記） 矢部新部長（前列左から３人目）を囲んで

左から濵田氏、加藤氏
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女性部（渡邉部長）は、平成 30 年 6 月 21 日㈭ 14 時 30 分より、フォーラムミカサエ
コ８F ホール（千代田区内神田）において、「中国の輸入規制事情に関する勉強会」を開
催した。当協会の木村専務理事、白井常任理事による「中国事情」報告、環境省環境再生・
資源循環局の金子氏、工藤氏の２名による講演「廃プラスチックの資源循環に向けた国
内外の動向」を聴いた。講演終了後には、活発な意見交換が行われた。参加者は女性部
員以外の参加もあり、53 名であった。	 （取材　塩沢 美樹）

1	「中国事情」報告

（１）中国事情について
（一社）東京都産業廃棄物協会

　専務理事	 木村  尊彦
○		 『リサイクルと世界経済』（小島道一

著、中公新書、2018 年 5 月 25 日発
行）によれば、2017 年末の廃プラス
チック及び未選別古紙の輸入禁止に続
き、金属スクラップについても、輸入
規制を強化する方針が打ち出されてい
る。これに対し欧米のリサイクル団体
等は「輸入規制の強化は破局をもたら
す」「中国や世界にとってマイナスで
あるだけでなく、環境面でも評価でき
ない」などと反応した。今後、アジア
諸国が受入先となる可能性があるが、
この地域の処理能力が急激に拡大する
ことは考えられず、結果的に再生資源
の需要は縮小、価格が低下し、世界各
国における再生資源の回収システムが
機能しなくなる可能性がある。

○		 先ごろ行われた当協会との意見交換
会において、日本プラスチック工業連
盟（プラスチックの製造・加工業者の
団体）から「国内の再生資源は、コスト・
品質等の問題から今は使えない。今後
も意見交換したい」との発言があった。

（２）中国輸入規制現場で何が起こっているか　
〜３R・サーキュラーエコノミー 
	 これからどうなる？〜

（一社） 東京都産業廃棄物協会
　常任理事	 白井　徹

○		 中国の再生資源輸入規制を受け、
中間処理場での荷下ろしに、収集運搬
車が長時間待たされる事態となってい
る。また、3 ヶ月毎に処理料金は大幅
に値上げされ、古紙など再生資源の買
取金額は半減されている。排出事業者
に対して頻繁に値上げを要請すること
は実質的に不可能であり、この状況は、
経営を圧迫しかねないと危機感を抱い
ている。

○		 中国スクラッププラスチック協会の
会員（大規模な製造工場を持つ 25 社）
が来日し、対談した。彼らは、近日中
に日本を含むアジア諸国にブランチを

中国の輸入規制事情に関する勉強会

左から木村 専務理事、白井 常任理事

作って受け入れたいとしているが、従
前よりコストが増えるため、買取金額
は従来の半額程度とのことだ。

○		 今後、廃プラだけでなく、日本の資
源循環全体が影響を受けることが懸念
される。分別や処理施設の改良には大
きな投資が必要となる。そこで、収集
運搬費が廃棄物処理費に占める割合
が大きいことに鑑み、「物流の効率化」
を解決策のひとつとして提案したい。

2	 廃プラスチックの資源循環に向けた 
国内外の動向

環境省　環境再生・資源循環局
	 総務課 リサイクル推進室 室長補佐
		  　金子 浩明 氏
	 廃棄物規制課 課長補佐	 工藤 俊祐 氏
○		 中国は、2017 年末、18 年末、19

年末と、国内資源で代替可能な固体
廃棄物の輸入を段階的に禁止し、国
内での資源循環体制を構築する。

○		 従来、日本から中国に輸出されて
いた廃プラの多くは、異物や複数素
材が混在しているが、安い労働力で
リサイクルされていた。日本国内で
再生利用することは困難で、選別し
ても、その残渣は熱回収や焼却され
る。規制により、国内の多くの施設
が受入量の限界に近づいており、一
部の地域では処理料金が高騰してい

る。
○		 廃プラ収集業者のヤードに、行き

先のない廃プラが滞留し積み上がっ
ている様子が、一部メディアで取り上
げられ、注目されている。

○		 タイ、ベトナム、マレーシア等への
輸出が増加しているものの、中国以外
でまかなえる量には限界がある上、こ
れら各国も輸入規制強化の動きを見
せている。

○		 環境省は、国内の廃プラリサイク
ル体制の整備を後押しすべく、支援
事業として、昨年、「プラスチックリ
サイクル高度化設備緊急導入事業」
を実施し、廃 PET ボトルのリサイク
ル事業者等 14 社を採択した。今年度
は「省 CO2 型リサイクル等高度化設
備導入促進事業」を実施する（公募
期間：平成 30 年 5 月８日〜 7 月６日）。
今後も支援事業を継続していく。

○		 生態系に及ぼす影響が懸念される
マイクロプラスチックについて「G7
海洋プラスチック憲章」が承認され
るなど、欧米各国で取組が始まって
いる。日本は「海岸漂着物処理推進
法の改正法」「第４次循環型社会形成
推進基本計画」に対策を盛り込んだ。
来年日本で開かれるＧ 20 サミットに
向け、戦略を作っていく。

勉強会 会場左から金子氏、工藤氏
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中間処理委員会〈破砕・圧縮分科会〉（福田リーダー）

開催日時：  6 月12日㈪ 15 時～	 場所：  協会会議室	 出席委員：  7 名

議題及び内容：

●平成 30 年度活動スケジュールについて
平 成 30 年 度 の 活 動 ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て 内 容 を 検 討 し た。 

破砕・圧縮分科会主催の 10 月の施設見学会は受入れ施設の状況を見て、再
度日程を調整することとした。異物混入については次回分科会で事故等の実
態を確認し、中間処理委員会へ報告する。廃プラ等の最終処分先不足につい
ては次回分科会において情報収集する。

次回開催日：  8 月27日㈪ 15 時～

法制度検討委員会（篠原委員長）

開催日時：  6 月5日㈫ 15 時～	 場所：  協会会議室	 出席委員：  8 名

議題及び内容：

●あっせん、仲介、代理等の第三者問題
検討テーマである「あっせん、仲介、代理等の第三者問題」について議論

を行った。平成 29 年 3 月 21 日通知についての東京都環境局の見解、弁護
士の見解を踏まえて、今後どのような方向性で検討を続けていくか意見を出
し合った。まずは、次回委員会で管理業務についての整理をしていくことと
した。

次回開催日：  7 月25日㈬ 15 時～　協会会議室

青年部　幹事会（石田部長）

開催日時：  6 月7日㈭ 13 時～	 場所：  外部会議室	 出席者：  17 名

議題及び内容：

①定時総会の議事進行について
・	 総務委員会の主導により、引き続き15 時より開催する第 6 回定時総会の議

事進行について確認した。
②「団体課題別人材力支援事業」について

当事業の採用支援 PT が作成した業界の PR パンフレットを、事業に採択
された 52 社に宛てて送付することを確認した。

次回開催日：  7 月12日㈭ 15 時～

医療廃棄物委員会（五十嵐委員長）

開催日時：  6 月18日㈪ 15 時 30 分～	 場所：  協会会議室	 出席委員：  10 名
議題及び内容

①オブザーバーの交代について
東京都環境公社の人事異動により、石井光洋氏より冨樫由希子氏に交代した。

②医療機関対象「平成 29 年度医療廃棄物適正処理研修会」（都医師会）の報告について
28 年度に引き続き杉本委員が講師を務めた。28 年度の内容をリニューアル

し、排出事業者責任をより強く訴えるものにした。
③全国産業資源循環連合会　医療廃棄物部会の報告について

感染性廃棄物処理マニュアルについて連合会から環境省への意見書の提出
についての説明、その他議題として廃掃法省令改正、POPs 廃棄物、クリアラ
ンス医療廃棄物、連合会の最終処分部会で作成した産業廃棄物埋立処分委託
契約書標準様式についての報告があった。

④平成 30 年度の医療廃棄物委員会活動計画について
9 月14 日㈮	 医療廃棄物合同懇談会（神奈川主催、東京、静岡）、委員会開催
11月30日㈮	 医療廃棄物排出事業者向けセミナー
2 月15 日㈫	 伊藤副委員長による廃プラ油化処理に関するビデオ勉強会（委

員会内）、委員会開催
次回開催日：  9 月14日㈮ 13 時～　

中間処理委員会（碩委員長）

開催日時：  6 月28日㈭ 16 時 20 分～	 場所：  外部会議室	 出席委員：  7 名
議題及び内容：

●平成 30 年度活動計画について
9 月 25 日㈫の 14 時～ 17 時に中間処理委員会を開催する。当日はリチウム

イオン電池等二次電池に関する意見交換会を行う。
次回開催日：  9 月25日㈫ 14 時～　中間処理委員会 意見交換会

中間処理委員会〈中和・脱水分科会〉（森リーダー）

開催日時：  6 月28日㈭ 12 時～	 場所：  外部会議室	 出席委員：  3 名
議題及び内容：

①前年度の振返りについて
中間処理委員会共通テーマ「異物混入対策」に関して現状確認をした。廃液、

廃油、汚泥等の化学系廃棄物の場合は、異物混入に加えて「性状違い」が重要
課題となっている。その為、各社の WDS フォーマットを共有し、在るべき姿に
ついて議論した。

②今年度の計画について
WDS の運用方法（作成者と使用者の教育等）、WDS ガイドライン、荷受時検査、

リスクの周知方法（配布物の活用等）について議論し、「性状違い」の予防手段
を検討する。

③次回以降の議題について
優良認定制度、電子契約書、電子マニフェスト、特管産廃の文書による事前情報

次回開催日：  9 月25日㈫　協会会議室

委員会報告
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環循規発第 1806081 号 

平成 30 年６月８日 

 

 

各都道府県・各政令市廃棄物行政主管部（局）長 殿 

 

 

環境省環境再生・資源循環局廃棄物規制課長 

 

 

優良産廃処理業者認定制度の事業の透明性に係る基準について（通知） 

 

 

 廃棄物行政の推進については、かねてから御尽力、御協力いただいているところである。 

さて、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45 年法律第 137 号。以下「法」とい

う。）に基づき、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和 46 年政令第 300 号。以

下「令」という。）第６条の９第２号、第６条の 11 第２号、第６条の 13 第２号又は第６条

の 14 第２号に掲げる者に該当するものとして、産業廃棄物処理業の実施に関し優れた能力

及び実績を有する優良な産業廃棄物処理業者（特別管理産業廃棄物処理業者を含む。以下

同じ。）を認定する、いわゆる優良産廃処理業者認定制度（以下「優良認定制度」という。）

については、「優良産廃処理業者認定制度運用マニュアル」（平成 23 年３月（平成 27 年

３月改訂））に基づき運用いただいているところである。 

優良認定制度における認定基準（以下「優良基準」という。）のうち、廃棄物の処理及

び清掃に関する法律施行規則（昭和 46 年厚生省令第 35 号。以下「規則」という。）第９

条の３第２号、第 10 条の４の２第２号、第 10 条の 12 の２第２号又は第 10 条の 16 の２第

２号に定める事業の透明性に係る基準については、同号に掲げる公表事項を一定期間継続

して公表し、所定の場合に更新することとしている。しかしながら、各都道府県等におい

て当該基準への適合性の判断に係る考え方が必ずしも統一されていないことから、優良認

定を伴う許可に係る許可の更新の申請を行おうとする産業廃棄物処理業者に無用な負担を

生じさせているとの指摘や、企業の実務運営等にそぐわない過度に厳格な運用により優良

認定が受けられないとの指摘もなされている。これらの指摘を踏まえ、廃棄物の処理及び

清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成 30 年環境省令第１号）により、財

務諸表等の公表については、企業の実務運営等に即した取扱いがなされるよう、規定の趣

旨を明確化したところである。 

このたび、財務諸表等以外の公表事項についても、優良認定制度の趣旨を踏まえて各都

道府県等において制度の適切な運用がなされるよう、優良基準のうち事業の透明性に係る

基準への適合性の判断等に係る考え方を以下のとおり示すこととしたので、通知する。貴

職におかれては、下記の事項に留意の上、その運用に遺漏なきを期されたい。 

なお、本通知は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 245 条の４第１項の規定に基

づく技術的な助言であることを申し添える。 

 

                                         記 

 

環境省課長通知

第一 公表事項に係る情報を更新すべき場合について 

優良基準のうち、規則第９条の３第２号、第 10 条の４の２第２号、第 10 条の 12 の２

第２号又は第 10 条の 16 の２第２号に定める事業の透明性に係る基準については、同号

に掲げる公表事項を対応する所定の場合に更新することとしている。当該基準の適合性

については、１及び２並びに最新の企業情報を広く排出事業者等に公開するという事業

の透明性に係る基準の趣旨に照らして判断されたい。また、速やかに最新の情報を更新

する等、当該基準に係る軽微な補正のみによって優良基準を満たすことができるものは、

補正させた上で優良認定を与えることが適当である。 

１ 変更の都度更新すべきもの 

公表事項のうち、更新すべき場合を「変更の都度」としているものについては、変

更後遅滞なく情報を更新すれば足りるものと解することが適当である。 

２ 一年に一回以上更新すべきもの 

公表事項のうち、更新すべき場合を「一年に一回以上」としているものについては、

排出事業者等が産業廃棄物処理業者に係る最新の情報を確認できるよう、少なくとも

毎年必要な情報を更新すべきとの趣旨で規定しているものである。したがって、産業

廃棄物処理業全体の優良化を図ることが優良認定制度の趣旨であることや、情報の集

計時期の設定、更新時期の曜日のずれ等の更新に係る事務的な理由により毎年の更新

日が前後する場合があることを踏まえ、これらの場合であっても、遅滞なく情報を更

新すれば足りるものと解することが適当である。 

一方、代表者等の氏名及び就任年月日、人員配置並びに運搬施設の種類及び数量並

びに運搬車に係る低公害車の導入の状況については、一年を超える期間変更がない場

合も想定されるが、当該情報の変更がない場合であっても、排出事業者等が最新の情

報を容易に確認できるよう、一年に一回以上の更新を求める趣旨で規定しているもの

であり、当該情報の変更がないにもかかわらず 365 日に一回以上の単純な更新記録を

残すことまでを求めるものではない。したがって、複数項目について最終更新日をま

とめて明記する等により、排出事業者等においてそれが最新の情報であることが認識

可能な状態とすることをもって足りるものと解することが適当である。 

 

第二 許可更新期限の到来を待たずして許可の更新を行う場合の優良認定の付与について 

本通知の発出前に従前の優良認定を伴う許可に係る初回の許可更新を受けた産業廃棄

物処理業者であって、公表事項の更新時期のみをもって優良認定を伴わない許可更新を

受けた業者が、当該許可の更新期限の到来を待たずして令第６条の９第２号、第６条の

11 第２号、第６条の 13 第２号又は第６条の 14 第２号に掲げる者に該当するものとして

当該許可の更新の申請を行う場合は、都道府県知事等は当該業者について優良基準への

適否を審査し、優良基準を満たせば優良認定を与えることとする。本措置は、優良基準

のうち事業の透明性に係る基準の運用の差異により、優良認定を受けることができなか

った業者への配慮を目的とするものであるため、措置の対象となるのは、本通知の発出

前に従前の優良認定を伴う許可に係る初回の許可更新を受けた産業廃棄物処理業者であ

って、公表事項の更新時期のみをもって優良認定を伴わない許可更新を受けた業者に限

定する。 

なお、当該優良認定を伴う更新の許可に係る許可の有効期間は、従前の許可の有効期

間を２年延長するのではなく、当該更新の許可の日から７年間となる。 

環境省課長通知
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	 平成 30 年 4 月〜入会の賛助会員

社会保険労務士　今井まさみ事務所

３６年間の行政経験、特に廃棄物・リサイクル分野での２０年

の経験を生かして、廃棄物・リサイクル分野に強い社労士とし

て、社会保険労務士業務を通じて、皆様の会社の成長を支援し

ます。 

 

 

 

 

 

 

※社会保険労務士（社労士）は、社会保険労務士法に基づく

国家資格者です。「事業の健全な発達と労働者等の福祉

の向上に資すること」を目的に、人を大切にする企業づくり

の支援をしています。 

 

〒１２３－０８４１ 

東京都足立区西新井 3-5-1-310 

電話・Fax ０３－６８０７－１９５８ 

携   帯 ０９０－９３７０－１３０１ 

E-mail      info@sr-imai-ma.jp 

ＨＰ（URL） https://sr-imai-ma.jp 
 

廃棄物・リサイクル分野に強い社労士事務所です！

社会保険労務士 今井まさみ事務所

主な業務内容 

・ 労務人事管理 

・ 就業規則の作成・改訂 

・ 各種助成金の申請 

・ 労働社会保険の手続き など

賛
助
会
員
　
事
業
紹
介

（平成 30 年 7 月 1 日現在）

月 日 曜日 行事予定 備考

7

10 火 全産連 ; （正副会長会議１２：００～）／理事会１３：３０～ 　  全産連会議室（港区）

11 水
広報委員会　１０：００～ 協会会議室
常任理事会　１３：３０～ ／　第４６回理事会　１４：３０～　 協会会議室

12 木 青年部　幹事会　１５：００～１７：００　 協会会議室

19 木 女性部　勉強会　８：００〜１２：００／　幹事会　１３：１５〜 外部会議室

23 月 一都三県建設混合廃棄物意見交換会　１５：００～１７：００ エッサム神田ホール 2 号館（千代田区）

24 火 協会役員と新入会員との懇談会　１１：００～　／　常任理事会　１３：００～ 協会会議室

25 水
法制度検討委員会　１５：００～１７：００　 協会会議室
全国産業廃棄物企業年金基金 ； 第３回決算代議員会　１５：３０～１６：３０ 日本生命丸の内ビル会議室（千代田区）

26 木
全産連 ; 全国正会員事務局責任者会議  １３：３０～１７：００ アジュール竹芝（港区）

「適正処理懇談会」　１５：００～１７：００ 新宿住友ビル会議室（新宿区）

27 金 全産連 ; 新事業を検討するＷＧ 第２回会合　　９：３０～１２：００ 全産連会議室（港区）
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8 水 広報委員会　１０：００〜 協会会議室

27 月 中間処理委員会＝破砕・圧縮分科会　１５：００～１７：００ 協会会議室

28 火 建設廃棄物委員会　１５：００～１７：００ 協会会議室

29 水 女性部　幹事会　１３：００〜１５：００／　勉強会　１５：４５〜１７：００ 外部会議室

表紙の言葉
●今月の写真：  田口侑治 選手［ゴールボール男子日本代表、リーフラス ㈱所属］
●写 真 提 供：  リーフラス 株式会社  http://www.leifras.co.jp

田口選手は、生まれつき目に障がいを持ち、高校
卒業後は調理師を目指しますが、視力の悪化により
断念。その後、国立障害者リハビリテーションセン
ターでゴールボールと出会います。もともと、小学
１年から剣道を続けていたスポーツマン。国内大会
での活躍が認められて、2017 年に日本代表入りし、
センターに抜擢されました。

競技の概要は本誌第３３４号で紹介しましたが、
補足すると、コート上の３人のプレーヤーは、ライ
トウイング、センター、レフトウイングに分かれ、
センタープレーヤーは、両サイドの選手に指示を出
すことはもちろん、攻守にわたりコミュニケーショ
ンの要となります。

男子日本代表は、開催国として迎える 2020 年東京
大会が、初のパラリンピック出場となります。体格とパワーに勝る海外勢に対し、
技術と組織力を武器に、躍進が期待されています。

※田口侑治 氏のプロフィール等の詳細はこちら	 ☞ https://www.leifras.co.jp/
【参考】	 リーフラス ㈱ 提供資料及びウェブサイト
	 東京都オリンピック・パラリンピック準備局  ウェブサイト
	 ニッポン放送「ニッポンチャレンジドアスリート」http://www.1242.com/challenged/
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働き方改革と人事労務管理

今 井 正 美
社会保険労務士

「残業時間の上限規制」や非正規労働者の待遇を改善する「同一労
働・同一賃金」など働き方改革関連の様々なニュースや記事を見かけま
すが、今後、人事労務管理の面においてどのように対応していけばいい
のでしょうか。

１	 政府の働き方改革への取組　
⑴		 働き方改革とは（「働き方改革実行

計画」（2017 年 3 月 28 日閣議決定）より）
「働き方」は「暮らし方」そのもので

あり、働き方改革は、日本の企業文化、
日本人のライフスタイル、日本の働く
ということに対する考え方そのものに手
を付けていく改革である。多くの人が、
働き方改革を進めていくことは、人々
のワーク・ライフ・バランスにとっても、
生産性にとっても好ましいと認識しな
がら、これまでトータルな形で本格的
改革に着手することができてこなかっ
た。働き方改革は日本経済再生に向け
ての最大のチャレンジである。

①同一労働・同一賃金など非正規雇
用の処遇改善　②賃金引上げと労働生
産性の向上　③罰則付き時間外労働の
上限規制の導入など長時間労働の是正　
④女性・若者の人材育成など活躍しや
すい環境整備　⑤子育て・介護等と仕
事の両立、障害者の就労　⑥高齢者の
就業促進、外国人材の受入れなど

⑵		 働き方改革関連法（改正労働基準
法など）の主なポイント

①	長時間労働の是正
ア		 残業時間の罰則付き上限規制
イ		 勤務間インターバル導入の努力義務
ウ		 産業医の権限強化
エ		 有給休暇消化の義務化（５日間）

②	待遇格差の是正
オ		 同一労働・同一賃金の実現
カ		 中小企業の割増賃金率の引き上げ

③	多様な働き方の実現
キ		 「脱時間給」制度の創設
ク		 フレックスタイム制の拡大

※	　施行期日 2019 年 4 月　ただし、
	 アは大企業 2019 年 4 月、中小企業

2020 年 4 月から適用
	 オは大企業・派遣事業者 2020 年 4 月、

派遣を除く中小企業 2021 年 4 月から
適用

	 カは 2023 年 4 月から適用

２	 働き方改革が必要とされている背景
⑴		 少子・高齢化の進展

労働人口の減少➡女性や高齢者、外
国人等の更なる労働参加の必要性

⑵		 技術革新とグローバリゼーション
これまでの働き方の見直し➡新たな

付加価値の創造

３	 人事労務管理面での対応
⑴		 改善計画の作成

①現状把握（仕事の棚卸）と課題整
理➡②改善の方向性（ア新たな業務で
補完　イ従来の業務の効率化　ウ業務
の廃止）➡③実行策の具体化（ア簡素
化　イ移管　ウ自動化　エ標準化　オ
集約化）

⑵		 具体的な対応
①就業規則（労働基準法第８９条）の作

成・改定
ア		 事業所の労働時間、服務規律や慣

行等の現状を細かく把握し整理
イ		 １日８時間、１週間４０時間の法定

労働時間を超える時間外労働、また
は法定休日に休日労働させる場合は、

「３６協定」を締結し労働基準監督署
に届出

ウ		 コンプライアンス上問題ないか、さ
らに「職場環境の改善」、「労働生産
性の向上」など改善したい点も含めて
内容を検討

エ		 契約社員やパートタイマーなど非
正規労働者の割合が増えている中、
正社員との不合理な格差に対する訴
訟なども増えていることから、非正規
労働者に対する就業規則など雇用形
態や就業形態に応じた就業規則の作
成も検討

②	行政等の支援を活用
ア		 相談
・		 「働き方改革推進支援センター」や
「よろず支援拠点」（各都道府県）

・		 中小企業・小規模事業者人手不足
対応ガイドライン（ハローワーク等）

・		 「労務診断ドック」、「働き方改革取
り組み宣言」（全国社会保険労務士連
合会）

イ		 補助金・助成金（厚生労働省・中小企
業庁）

・		 生産性向上や業務効率化への取り
組み

・		 魅力ある職場づくりや従業員の育
成への取り組み

４	 新たな働き方へ
働き方改革による人事労務管理面での

対応が、「職場環境の改善」、「労働生産
性の向上」、「人手不足の解消」、「女性や
高齢者の活用」などに繋がり、「資源循環
業」への転換に寄与することになればと
思います。

※平成 27 年値以前は実績値、以降は推計値（内閣府 28 年度高齢社会白書ほか）
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学生さん達は長い夏休みに突入して
いる頃でしょうか。皆様もお休みの計
画等たてていらっしゃいますか？ 毎日
暑くて大変ですが、夏は心が沸き立つ
季節ですね。

さて、5 月末に収集運搬委員会主催
「実機を用いた『ヒヤリハット』実演安
全講習会および工場見学会」が開催さ
れました。賛助会員でいらっしゃる極
東開発工業㈱様ご協力のもと、総勢約
100 名様にご参加いただき、大盛況の
うちに終了いたしました。ご多用の中、
ご参加いただきました皆様、いろいろ
とご調整・ご対応いただきましたスタッ
フの皆様には心より御礼申し上げます。

机上ではなく、実機での実演を目の当たりにでき
る内容でしたので、改めて実務にあたられている
皆様の安全確認事項や作業上の注意点の多さを
思い知らされました。収集運搬作業は常に危険
と背中合わせで大変だとは存じますが、本講習会
が皆様の日々の業務の見直しや安全性向上に取
り組んでいくための一助となれば幸いです。

本講習会に限らず、当協会では本誌でもご紹
介しておりますように各委員会等で会員様に向け
た様々な研修会や施設見学会等が開催されてい
ます。産廃業界を盛り立てていくべく、皆様の課
題解決や実務に直結するような魅力的な企画が
盛りだくさんです。

収集運搬委員会でも、次なる研修会実施に向
けて、既に委員の皆様がアイディアを持ち寄り、
新たな企画を練っている最中でございます。詳
細が決まりましたら改めてご案内させていただき
ますので、お忙しいとは存じますが、是非ともお
誘いあわせの上ご参集いただければと存じます。
皆様のお越しをお待ちしています。	 （髙野）

大阪北部地震、西日本豪雨で犠牲とな
られた方々への追悼と、被災された皆様
に心よりお見舞い申し上げますとともに、
復興に尽力されている皆様には安全に留
意されご活躍されることをお祈りいたし
ます。

東京は 6 月 29 日に梅雨明けとなり、
観測史上初との事です。夏本番が早々
に到来したような暑さの中、熱中症で体
調を崩される方が増えるのではと心配さ
れています。また、準備の早い方は、暑
中見舞いの準備をなされているのではな

いでしょうか ? 違う意味で熱くなっているのは、6
月 14 日開幕した FIFA ワールドカップロシア。コ
ロンビア戦で歴史的勝利を果たし、ポーランドに
黒星も、2 大会ぶりに 16 強に進出。グループ戦

（リーグ戦）を制する為に保守的戦略を選択し、
世界メディアから皮肉を報じられた西野ジャパンで
すが、国を代表して戦う彼らの決勝トーナメント「ベ
ルギー戦」では、夢を見ることができました。深
夜観戦で寝不足が溜まった所に、真夏日が続くと
熱中症のリスクが高まりますので、エアコンの無い
職場での仕事が多い方はご注意ください。

春に「全国産業資源循環連合会」へと名称変
更した新全産連は、6 月 15 日にはじめての定時
総会を開き、産業資源循環業界を代表する役員
が改選されました。故石井前会長の遺された新し
い業界への指針が、これからの 2 年間で具現化
されてゆく事を思うと、熱い希望に満ち溢れます。
毎年の事ですが、総会では全国の優良従事者の
方々が表彰され、この業界で活躍なさる方の数の
多さと層の厚さを実感します。

今年の当協会国内処理施設見学会は大河ドラマ
の地として熱く盛り上がっている、鹿児島でした。
処理施設の他、指宿の砂風呂や知覧特攻平和会
館を訪問しました。彼らが、国のために、家族や
大切な人の為にどんな思いだったのかを観て、感
じて、考えて、そして、特攻に飛び立つ事が決まっ
た青年達が、家族や恩人へ残した手紙を読み、
心をギュっと掴まれ、命や平和についての尊い気
付きを刻み込まれました。今日、平和に健康に生
活し仕事が出来ている事に感謝し、一生懸命に頑
張らねばなと思います。	 （森）
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